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［基本理念］

（株）日経首都圏印刷は、人類社会の持続的発展にとって地球環境保全の重要性を認識し、企業活動

の全てに渡って環境に配慮した行動をします。主な業務である新聞の印刷、発送において環境負荷の低

減に積極的に取り組み、地域社会との連携・共存を目指すことで社会的責任を果たします。

［行動指針］

安全衛生と環境保全の重要性を認識してマネジメントシステムを構築します。企業活動の全ての面で

環境に配慮し、法律・条例などの順守はもとより、自ら目標設定し達成を図ります。安全確保と環境保

全に努め、全工程にわたる作業改善により生産効率を上げ、環境負荷を低減します。

［環境経営への取組の基本的方向］

1. 新聞の印刷、発送の業務に伴い発生する環境面の課題を十分認識し、首都圏で運営する５工場すべ

てにおいて、省エネルギー、省資源、リサイクル、環境汚染の予防に努めます。

2. 環境に関する法規制および日本経済新聞社の「環境宣言」その他の要求事項を守ります。

3. 環境マネジメントシステムを構築し、目的と目標を明確にしてこれを見直しながら改善を継続しま

す。

4. 社員一人ひとりが環境方針に沿った行動が取れるよう、全社員に教育・啓蒙活動を行い、環境方針

を周知徹底し意識の向上に努めます。

5. 環境に関する情報は、社外からの求めに応じて公開し、環境情報を相互に共有します。

この環境方針は、全従業員に周知すると共に、一般にも公開します。

制定 2020 年 1月 1日

改訂 2021 年 4月 1日

株式会社 日経首都圏印刷

代表取締役 小村 稔郎

環境経営方針
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組織の概要

1. [名称及び代表者名]

株式会社 日経首都圏印刷

代表取締役社長 小村 稔郎

2. [所在地]

本社      東京都江東区東雲１－１０－５

横浜工場    神奈川県横浜市瀬谷区目黒町２８－４

埼玉工場    埼玉県鴻巣市箕田３２６４－１

八潮工場    埼玉県八潮市二丁目１０１５

千葉工場    千葉県習志野市茜浜３－６－２

茨城工場    茨城県かすみがうら市上稲吉２０４４－１０

3. [環境管理の責任者及び担当者連絡先]

統括責任者   取締役    藤原 弘明 ＴＥＬ：０３－３６３６－６４２８

ＥＭＳ事務局長 業務統括部長 宮倉 賢 ＴＥＬ：０３－３５３６－６１６１

4. [事業活動内容]

新聞印刷

自治体広報誌、企業の販促用印刷物等の受託印刷

5. [事業の規模]

設立  ：１９８６年７月

資本金 ：１億円

事業年度：１月～１２月

※２０２１年は立川工場（２０２１年９月閉鎖）を含んでいます  

対象範囲（認証・登録範囲）

1. [対象組織・活動]        全組織・全活動を対象とする

2. [レポートの対象期間及び発行日] 表紙に記載

２０２０年 ２０２１年 ２０２２年

製品出荷額 ６１億円 ５９億円 ５６億円

従業員数 １９６人 １９６人 １９６人

延べ床面積（全社合計） ４３，５７１㎡ ※４３，５６２㎡ ３６，８７６㎡

事業の規模・概要、対象組織
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組 織

トップマネジメント

社長

環
境
管
理
委
員
会

環境管理統括責任者

横浜工場    環境管理責任者

埼玉工場    環境管理責任者

八潮工場    環境管理責任者

千葉工場    環境管理責任者

茨城工場    環境管理責任者

業務改善提案委員会

委員長

副委員長・委員

全社環境管理連絡会

横浜工場

環境管理連絡会

埼玉工場

環境管理連絡会

八潮工場

環境管理連絡会

環境管理責任者

環境管理副責任者

環境管理委員

事務局

環境管理責任者

環境管理副責任者

環境管理委員

事務局

環境管理責任者

環境管理副責任者

環境管理委員

事務局

千葉工場

環境管理連絡会

茨城工場

環境管理連絡会

本社

ＥＭＳ事務局

環境管理責任者

環境管理副責任者

環境管理委員

事務局

環境管理責任者

環境管理副責任者

環境管理委員

事務局

ＥＭＳ事務局長

事務局員

      

内部監査チーム

内部監査責任者

内部監査員

環境管理実施体制と主な役割
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主な役割

[社長]

１．環境マネジメントシステムの最高責任者

２．マネジメントレビューの実施

３．環境経営方針・環境経営目標及び計画の作成、見直し・指示

４．環境管理統括責任者と環境管理責任者、内部監査責任者の指名

５．経営資源（人材、資産、資金）の準備

６．有効性の説明責任・事業プロセス統合

７．課題とチャンスの明確化

[環境管理統括責任者]

１．環境マネジメントシステム運用の実務責任者

２．全社環境管理委員会の実施

３．マネジメントレビューの為のＥＭＳ見直し提案

４．（臨時）内部監査実施の判断

[環境管理責任者（役員及び工場長）]

１．環境経営目標の承認

２．目標必達シートの承認

３．環境法規制順守状況の評価

４．緊急事態の承認

５．環境管理連絡会の実施

６．全社環境管理委員会での報告

７．外部コミュニケーションの対応

８．マネジメントレビューのインプット情報提供

９．再発防止・予防措置対応

[環境管理副責任者（副工場長または部長）]

１．目標必達シートの評価

２．ルールの確認と教育

３．環境法規制の調査

４．社員・転属者教育

５．重点管理項目・環境目標の特定

６．緊急事態の見直しと訓練実施

７．協力会社の選定と見直し

[ＥＭＳ事務局]

１．外部審査手続き

２．活動スケジュール調整

３．ルールブックの更新

４．社内報原稿

５．ＥＭＳ文書のデータ管理

６．ＥＭＳ予算作成・管理

７．協力会社への協力要請

８．新入社員へのＥＭＳ導入教育

９．安全衛生活動の推進

１０．本社ＥＭＳ活動

[環境管理委員]

１．実働部隊として環境管理副責任者をサポート

２．ルールの作成と実施

[工場事務局員]

１．文書化した情報の管理

２．ＥＭＳ事務局との窓口

[内部監査責任者]

１．内部監査実施責任者

２．内部監査計画書の作成

３．主任監査員の選任

４．内部監査総括報告書の作成・報告

５．（臨時）内部監査実施の判断
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二酸化炭素排出量の削減（対象：全社、本社以外数値目標あり）

日経首都圏印刷では二酸化炭素排出に関わるエネルギーの使用は電力しかないため、目標は「電力使

用量の削減」となります。各工場の目標数値は以下になり、本社については正確な電力使用量の数値管

理が難しいため、「節電活動の推進」としてムダの削減に努めます。

CO2 換算値は小数点以下四捨五入    

基準値 運用期間目標 次年度目標 中長期目標

2017 年度実績 2022 年度 2023 年度 2021 年度～2023 年度

横浜工場
3,627,636 kWh

(1,802,935kg-CO2)

3,409,978 kWh

(1,694,759kg-CO2)

2017 年度の 6%減

3,083,491 kWh

(1,532,495kg-CO2)

2017 年度の 15%減

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

埼玉工場
2,345,957 kWh

(1,165,941kg-CO2)

2,310,768 kWh

(1,148,452kg-CO2)

2017 年度の 1.5%減

2,310,768 kWh

(1,148,452kg-CO2)

2017 年度の 1.5%減

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

八潮工場
4,418,409 kWh

(2,195,949kg-CO2)

4,064,936 kWh

(2,020,273kg-CO2)

2017 年度の 8%減

3,976,568 kWh

(1,976,354kg-CO2)

2017 年度の 10%減

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

千葉工場
2,928,256 kWh

(1,455,343kg-CO2)

2,898,973 kWh

(1,440,790kg-CO2)

2017 年度の 1%減

2,884,332 kWh

(1,433,513kg-CO2)

2017 年度の 1.5%減

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

茨城工場
3,584,027 kWh

(1,781,261kg-CO2)

2,688,020 kWh

(1,335,946kg-CO2)

2017 年度の 25%減

2,687,344 kWh

(1,335,610kg-CO2)

2017 年度の 25%減

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

５工場合計
16,904,285 kWh

(8,401,430kg-CO2)

15,372,675 kWh

(7,640,219kg-CO2)

14,942,502 kWh

(7,426,423kg-CO2)

― kWh

( ― kg-CO2)

2017 年度の ー %減

本社 ― 節電活動の推進 節電活動の推進 節電活動の推進

※二酸化炭素排出量（中長期目標設定時の値）は北陸電力(株)ＨＰで公表されている 2019 年度（平成 31 年度）調整後排出係数【0.497kg-

CO2/kWh】を参照して算出しています。

※8～12 頁記載の実績値は同 2021 年度（令和 3 年度）調整後排出係数【0.484kg-CO2/kWh】を参照して算出しています。

環境経営目標(1)
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廃棄物排出量の削減（対象：全社、数値目標なし）

日経首都圏印刷では以前より廃棄物の削減に取り組んでおり、自社でのさらなる廃棄物排出量の削減

は難しいため、「分別によるリサイクルの推進」を継続して活動していきます。

評価基準 〇ルールが守られている ×ルールが守られていない

環境管理連絡会は定期的に評価し×が発生時は、ルールを周知して再発を防ぐ

水使用量の削減（対象：全社、数値目標なし）

日経首都圏印刷の生産設備における水の使用量は品質に関わる部分が大きく、制限を設けることがで

きないため、「節水活動の推進」として生産設備以外の水を使用する箇所でのムダを削減する活動を継

続していきます。

評価基準 〇ルールが守られている ×ルールが守られていない

環境管理連絡会は定期的に評価し×が発生時は、ルールを周知して再発を防ぐ

化学物質使用量の削減（対象：本社以外の５工場、数値目標なし）

日経首都圏印刷の生産設備における化学物質の使用量を自社でコントロールすることができないた

め、「化学物質の適正管理」としてＳＤＳに記載された内容に基づいて化学物質の取り扱いを行うこと

を維持・管理していきます。

評価基準 〇ルールが守られている ×ルールが守られていない

環境管理連絡会は定期的に評価し×が発生時は、ルールを周知して再発を防ぐ

損紙の削減（対象：本社以外の５工場、数値目標あり）

損紙とは印刷および加工工程で生じた供しない紙のことで、損紙率とは印刷部数における損紙の割合

です。各工場とも（株）日本経済新聞社との間に契約損紙率を設定し、これを目標に日々機械の整備や

技術力の向上を図り、「損紙の削減」に努め環境負荷の低減に取り組みます。各工場の目標損紙率は以下

になります。

２０２２年目標損紙率

工場名 目標損紙率

横浜工場 2.52%

埼玉工場 4.23%

八潮工場 3.53%

千葉工場 2.40%

茨城工場 2.09%

損紙率は小数点第３位以下四捨五入               

印刷部数等により目標損紙率は変動するため、表中の「２０２２年目標損紙率」は年間の紙の使用量と各月

の目標損紙率から算出したものです。

環境経営目標(2-1)
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印刷の効率化推進（対象：本社(事業開発部における印刷業務)、数値目標なし）

２０２０年１０月より本格稼働を開始した、本社東雲デジタルプリントセンターでの印刷事業をＥＭ

Ｓ活動に組み入れ、本社ＥＭＳ活動の目標に「印刷の効率化推進」を追加、主に以下の取り組みを実施

し節電や損紙の削減を徹底します。取り組みは環境管理連絡会で確認を行い維持・管理していきます。

東雲デジタルプリントセンターでの主な取り組み内容

・印刷は作業指示書に基づき、印刷前にマニュアルや類似案件の作業報告と照らし合わせる。

・マニュアルは印刷体裁ごとに順次整備していく。

・印刷に使用する用紙以外は用紙トレイに入れない。印刷終了後は用紙を棚へ戻す。

・棚からの用紙の出し入れは包みごとに行い、誤った場所へ戻さないようにする。

・検品を徹底する。刷り出し、刷了時はオペレーター以外の部員もチェックする。

・検品は作業指示書を元に体裁や用紙などのチェックを行う。印刷中や刷了時は汚れ・シワなど

もチェックする。

・印刷終了後は作業報告書を作成。

・整理整頓を心掛け、作業台に出したものなどは必ず所定の場所へ戻す。

・小まめな消灯に努める。作業者がいない時は照明を消す。

・業務上排出される紙類(包装紙、段ボール、端紙等)は種類別に回収場所を設定し、指定の業者

へ有価物として引き渡す。

環境経営目標(2-2)
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電力量・CO2 換算値は小数点以下四捨五入、損紙率は小数点第３位以下四捨五入

※CO2 排出量目標値は北陸電力(株) 2019 年度調整後排出係数【0.497kg-CO2/kWh】を使用、実績値は同 2021 年度【0.484kg-CO2/kWh】

電力使用削減 第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標値

(CO2 換算値)

836,621 kWh

(415,801kg-CO2)

827,332 kWh

(411,184kg-CO2)

909,929 kWh

(452,235kg-CO2)

836,096 kWh

(415,540kg-CO2)

3,409,978 kWh

(1,694,759kg-CO2)

実績値

(CO2 換算値)

776,502 kWh

(375,827kg-CO2)

734,670 kWh

(355,580kg-CO2)

827,658 kWh

(400,586kg-CO2)

724,716 kWh

(350,763kg-CO2)

3,063,546 kWh

(1,482,756kg-CO2)

消灯ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物分別 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

分別表の活用 ○ ○ ○ ○ ○

分別チェック ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

節水活動 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

ポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○

連絡会での周知 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

化学物質適正管理 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

SDS の活用 ○ ○ ○ ○ ○

取り扱いの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

損紙削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標損紙率 2.55% 2.48% 2.53% 2.52%

実績値 2.33% 2.15% 2.11% 2.27% 2.22%

削減ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

全体コメント・評価・来期の展望、経営層への提案など

【電力】電力使用量について目標は達成しているが前年比では増加傾向にある。建物設備の更新で省

エネタイプの機器に置き換えられ増加を食い止められていたが、今後は建物設備の機器更新の予定も

無く機器による電気使用量の抑制は見込めない。基本に戻り、個々の節電意識を再認識させて活動に

取り組んで行く

【廃棄物・節水・化学物質】毎月の環境管理連絡等で確認。問題なし。

【損紙】設備の清掃作業、始業点検の見直しを重要課題として取り組み安定稼働を維持。

環境経営計画・実績と評価【横浜工場】
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電力量・CO2 換算値は小数点以下四捨五入、損紙率は小数点第３位以下四捨五入

※CO2 排出量目標値は北陸電力(株) 2019 年度調整後排出係数【0.497kg-CO2/kWh】を使用、実績値は同 2021 年度【0.484kg-CO2/kWh】

電力使用削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標値

(CO2 換算値)

516,071 kWh

(256,487kg-CO2)

563,529 kWh

(280,074kg-CO2)

709,843 kWh

(352,792kg-CO2)

521,324 kWh

(259,098kg-CO2)

2,310,768 kWh

(1,148,452kg-CO2)

実績値

(CO2 換算値)

513,081 kWh

(248,331kg-CO2)

505,790 kWh

(244,802kg-CO2)

645,197 kWh

(312,275kg-CO2)

522,420 kWh

(252,851kg-CO2)

2,186,488 kWh

(1,058,260kg-CO2)

消灯ルールの順守 ○ ○ ○ 要観察 ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物分別 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

分別表の活用 ○ ○ ○ ○ ○

分別チェック ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

節水活動 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

ポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○

連絡会での周知 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

化学物質適正管理 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

SDS の活用 ○ ○ ○ ○ ○

取り扱いの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

損紙削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標損紙率 4.23%

実績値 4.11% 4.12% 4.01% 4.08% 4.08%

削減ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

全体コメント・評価・来期の展望、経営層への提案など

【電力】電気使用量は目標値に対し 1２４,２８０kWh の削減となる。要因は、昨年更新した建物設備の冷凍機（R-1）が大幅な電力負荷低

減となる。輪転場内照明を 7 月に LED 化したことや工場内の節電ルール順守が寄与した。輪転機内照明の LED 化を推進、更なる節電

効果が期待出来る。

【廃棄物・節水・化学物質】毎月の環境管理連絡会で活動を確認。産廃分別チェックを行い、リサイクル率 99％以上を維持している。

【損紙】全媒体損紙率は、大きなトラブルはなく目標を達成。始業点検の徹底、計画的整備が成果に繋がる。原因不明の端破れ、断紙があ

り機械停止件数は前年比プラス 3 件で 21 件（他責 2 件含む）となる。

環境経営計画・実績と評価【埼玉工場】
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電力量・CO2 換算値は小数点以下四捨五入、損紙率は小数点第３位以下四捨五入

※CO2 排出量目標値は北陸電力(株) 2019 年度調整後排出係数【0.497kg-CO2/kWh】を使用、実績値は同 2021 年度【0.484kg-CO2/kWh】

電力使用削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標値

(CO2 換算値)

942,711 kWh

(468,527kg-CO2)

985,618 kWh

(489,852kg-CO2)

1,109,008 kWh

(551,177kg-CO2)

1,027,599 kWh

(510,717kg-CO2)

4,064,936 kWh

(2,020,273kg-CO2)

実績値

(CO2 換算値)

813,605 kWh

(393,785kg-CO2)

858,254 kWh

(415,395kg-CO2)

939,073 kWh

(454,511kg-CO2)

843,199 kWh

(408,108kg-CO2)

3,454,131 kWh

(1,671,799kg-CO2)

消灯ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物分別 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

分別表の活用 ○ ○ ○ ○ ○

分別チェック ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

節水活動 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

ポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○

連絡会での周知 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

化学物質適正管理 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

SDS の活用 ○ ○ ○ ○ ○

取り扱いの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

損紙削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標損紙率 3.39% 3.42% 3.65% 3.67% 3.53%

実績値 3.38% 3.27% 3.38% 3.52% 3.39%

削減ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

全体コメント・評価・来期の展望、経営層への提案など

【電力】昨年末更新された冷凍機による削減効果のほか、空調や照明などの運用面では節電に対する部員の協力とルール順守により、各

月で目標を達成。

【廃棄物・節水・化学物質】毎月の環境管理連絡会で活動を確認。ポスターや掲示物での注意喚起のほか、必要に応じて部会やミーティン

グで周知徹底を図るなど意識も高い。特に問題なし。

【損紙】第１四半期では刷り出し時の裁ち切り不良による損紙増で未達成月もあり苦戦したが、改善を図り全期で目標を達成。部数の減少

が進み、ひとつのトラブルが損紙率の悪化に繋がるため、確実な作業で安定稼働に努め、損紙削減ルールの遵守に取り組んでいく。

環境経営計画・実績と評価【八潮工場】
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電力量・CO2 換算値は小数点以下四捨五入、損紙率は小数点第３位以下四捨五入

※CO2 排出量目標値は北陸電力(株) 2019 年度調整後排出係数【0.497kg-CO2/kWh】を使用、実績値は同 2021 年度【0.484kg-CO2/kWh】

電力使用削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標値

(CO2 換算値)

714,185 kWh

(354,950kg-CO2)

691,292 kWh

(343,572kg-CO2)

851,532 kWh

(423,211kg-CO2)

641,965 kWh

(319,057kg-CO2)

2,898,973 kWh

(1,440,790kg-CO2)

実績値

(CO2 換算値)

670,759 kWh

(324,647kg-CO2)

625,683 kWh

(302,831kg-CO2)

772,457 kWh

(373,869kg-CO2)

574,809 kWh

(278,208kg-CO2)

2,643,708 kWh

(1,279,555kg-CO2)

消灯ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物分別 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

分別表の活用 ○ ○ ○ ○ ○

分別チェック ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

節水活動 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

ポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○

連絡会での周知 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

化学物質適正管理 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

SDS の活用 ○ ○ ○ ○ ○

取り扱いの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

損紙削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標損紙率 2.36% 2.44% 2.40%

実績値 2.29% 2.20% 2.36% 2.39% 2.31%

削減ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

全体コメント・評価・来期の展望、経営層への提案など

【電力】建物管理者と連携のうえ空調加湿度を定期的に見直し使用量削減に取り組んだ。１月に目標未達となった原因は冷凍機の故障に

よる代替の電力高負荷の冷凍機を使用した影響。第三四半期では猛暑などの影響で前年使用量を大きく上回った月もあるが目標達成。

【廃棄物・節水・化学物質】環境管理連絡会で評価しており活動に問題ない。

【損紙】稼働状況が概ね順調であり目標をクリア。安定稼働を継続し損紙削減へ繋げる。

８月に「ちば SDGs パートナー」に登録。当社 EMS は SDGs に対応できており、これらの取り組みを内外に発信し地域や社会への貢献

をアピールする。

環境経営計画・実績と評価【千葉工場】
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電力量・CO2 換算値は小数点以下四捨五入、損紙率は小数点第３位以下四捨五入

※CO2 排出量目標値は北陸電力(株) 2019 年度調整後排出係数【0.497kg-CO2/kWh】を使用、実績値は同 2021 年度【0.484kg-CO2/kWh】

電力使用削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標値

(CO2 換算値)

623,864 kWh

(310,060kg-CO2)

651,652 kWh

(323,871kg-CO2)

719,332 kWh

(357,508kg-CO2)

692,496 kWh

(344,170kg-CO2)

2,687,344 kWh

(1,335,610kg-CO2)

実績値

(CO2 換算値)

595,310 kWh

(288,130kg-CO2)

627,787 kWh

(303,849kg-CO2)

700,920 kWh

(339,245kg-CO2)

602,160 kWh

(291,445kg-CO2)

2,526,177 kWh

(1,222,670kg-CO2)

消灯ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物分別 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

分別表の活用 ○ ○ ○ ○ ○

分別チェック ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

節水活動 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

ポスター掲示 ○ ○ ○ ○ ○

連絡会での周知 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

化学物質適正管理 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

SDS の活用 ○ ○ ○ ○ ○

取り扱いの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

損紙削減 第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 年 間

目標損紙率 2.09%

実績値 1.64% 1.62% 1.70% 1.77% 1.68

削減ルールの順守 ○ ○ ○ ○ ○

評価 ○ ○ ○ ○ ○

全体コメント・評価・来期の展望、経営層への提案など

【電力】節電ルールの徹底、空調運転スケジュールの見直しや更新した冷凍機設備や輪転室天井照明を水銀灯から LED に変更した事

により、省エネ効果もあり、年間で目標達成。

【廃棄物】分別の徹底で廃棄物削減、有価物化に努めている。

【節水】環境管理連絡会で活動状況を確認している。

【化学物質】資材の変更時には SDS を確認して適正管理を行っている。

【損紙】断紙対策や機械停止削減を徹底し不具合時には早急な対策を行い損紙の削減を図っている。年間で目標達成。

環境経営計画・実績と評価【茨城工場】
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本社では電力、廃棄物、水の数値管理が難しいため「節電活動の推進」、「分別によるリサイクルの推

進」、「節水活動の推進」に取り組み、また、新たに「印刷の効率化推進」を目標に追加し(７Ｐ「環境経

営目標(２－２)」掲載)、毎月の環境管理連絡会（ＥＭＳ事務局会）にて活動の確認を行っています。

節電活動の推進

「不要な照明の消灯」「昼休み時間帯の照明を半分消灯」「オフ

タイム時間帯のパソコン電源ＯＦＦ」を推進活動の柱とし、事務

所内の照明スイッチに節電シールを貼付するなど、消し忘れを防

ぐための注意喚起を行っています。

分別によるリサイクルの推進

分別ルールに則り、「可燃･不燃」「ペットボトル」「ビン」「ガ

ラス･陶器類」「金属類」「カン」「電池」「ダンボール」「新聞」「

雑誌類」と 11種類に分別し、リサイクル活動を推進しています。

節水活動の推進

主に日経首都圏印刷社員が利用する、日経東京製作センター７

階北側のトイレ（男／女）と給湯室、及び事務所内にポスター貼

付し、節水への意識向上を進めています。

印刷の効率化推進

適宜マニュアルの作成、資材の整理等をすることによりムダな

資材の使用を抑え印刷の効率化を進めています。また、照明やプ

リンターの電源等の不要時のＯＦＦを心掛け節電に努めています。

全体コメント・評価・来期の展望など

【節電活動の推進】ポスター掲示による注意喚起、不要時のこまめな消灯などルールを順守。ＥＭＳ

事務局会で取り組みを確認し特に問題はなし。

【分別によるリサイクルの推進】品目ごとに廃棄場所を掲示し、ＥＭＳ事務局員によりきちんと分別

されていることを確認。新たな取り組みとしてウォーターバック（ウォーターサーバーのビニール袋）

のリサイクルをスタート。

【節水活動の推進】ポスターを掲示し適切に節水活動が行われていることを確認。

【印刷の効率化】引き続き各種マニュアルは作成中。印刷ごとに資材の整理を行っている。

環境経営計画・実績と評価【本社】
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２０２２年度の定期内部監査を以下の要領でリモートにより行いました。

1. 監査対象部門：千葉工場(製作部、管理課)環境管理連絡会

         横浜工場(製作部、管理課)環境管理連絡会

2. 監査対象業務：新聞印刷業務、発送管理業務、事務業務

3. 監査実施者 ：内部監査責任者、主任監査員、監査員

4. 監査実施日 ：２０２２年 ９月１３日[千葉工場]、９月１４日[横浜工場]

5. 監査項目  ：画像による工場ツアー(産廃置場や廃液回収口など工場設備の確認)

         法規制および廃棄物管理に関する運用遵守状況

         ＥＡ２１システム監査(文書類の管理・実施の有効性の確認)

         緊急事態発生時の対応状況

         外部からの要望対応状況

6. 監査結果  ：口頭による提案として千葉工場２件、横浜工場１件

       両工場、ＥＭＳマネジメントシステムは有効に機能していると判断

○前回の外部審査における「改善の機会」への是正状況

         ・指摘事項なし。

○前回の内部監査における「口頭による提案」への対応状況

          ・２０１９年度重点管理項目の実施作成日が、過去の２０１５年１月１７日になって

いるため訂正をお願いします。(千葉工場)

        ○廃棄物管理に関する運用順守状況

         ・産業廃棄物マニュフェストのコピーをサンプリング監査

☆マニフェスト返却期間、運搬業者、中間・最終処理の記載確認し、問題なし

         ・運搬処理委託契約書等の確認

☆両工場とも産業廃棄物の手引きに沿って管理され問題なし

         ○ＥＡ２１システム監査

           ☆エコアクション２１ガイドライン２０１７年版で作成されたルールブック2022年

度A版で監査を実施

           ☆チェックリストにより文書化された情報(文書・記録)をチェック監査

           ☆規格要求事項の文書・記録の記載内容、更新について確認し、両工場問題なし

         ○外部コミュニケーションの確認

         ・横浜工場 ２０１９年１２月２１日 隣接する駐車場管理者より苦情（落ち葉）

          ☆飛散防止透明アクリル板の取り付け、高木強剪定、随時清掃回収

内部監査の実施状況
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日経首都圏印刷では環境経営計画以外の項目でも自主的に行っている活動があります。

内部環境コミュニケーション

コピー用紙の削減(本社・全工場)

「両面印刷」「複数ページ印刷」「使用済みコピー用紙の裏紙利用」「プロジェクターの利用」「テレビ

会議」を行いコピー用紙の削減を進めています。

また、コピー用紙は環境に配慮した商品を積極的に取り入れています。

業務改善提案(本社・全工場)

業務改善提案に四半期毎の表彰制度を設け、業務改善を積極的に行い省エネルギー化、省資源につな

げています。

外部環境コミュニケーション

八潮工場

・２０２２年４月 廃インキ定量オーバー

フジオー産業引き取りの廃インキドラム缶が規定量をオーバー。処分先への搬入時、ドラム缶からの

インキ漏れが発生。改善策提示の要望あり。

▽対応：全工場共通とした対応策を提示。フジオー産業立会いのもと問題のないことを確認し対応を完

了。

茨城工場

・２０２２年５月 関東地方環境美化運動

関東甲信越静環境美化推進協議会が定める毎年５月３０日(ゴミゼロ)の「関東地方環境美化運動の日」

に合わせ工場周辺のゴミ拾い、清掃活動を実施しています。

▽対応：工場周辺のごみの回収と雑草除去。

・２０２２年１０月 ハチの巣駆除

工場西南側に隣接するオート化学工業より、工場敷地内に発見

されたスズメバチの巣の駆除要請あり。

▽対応：かすみがうら市役所へ相談、石岡シルバー人材センター

に依頼し駆除を完了。

環境コミュニケーション
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・化学物質の適正管理、廃液回収・インキ注入時の

漏洩対策、水質汚濁防止法など環境法規制を遵守し、

SDS（安全データシート）に基づく管理を実施。

・電気使用量の削減を環境経営目標に、照明類の

LED 化、クール・ウォームビズの実施、不要な照明

消灯など節電活動を実施。

継続的に温室効果ガス発生を抑制。

・廃棄物分別によるリサイクルを推進。

・フロン排出抑制法、振動・騒音規制法など環境法

規制を遵守し、SDS に基づく管理を実施。

・印刷の効率化を推進し、紙使用量を削減。古紙配

合用紙を使用などしたうえ、損紙率の低減を環境経営

目標に活動。

ＳＤＧｓへの取り組み
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日経首都圏印刷の事業活動に関連する環境関連法規・条例及びその他の規制を受ける主な事項を下記

に示します。各事項の順守状況を確認、環境関連法規に関する違反はありませんでした。また、近隣・

行政等の利害関係者より環境に関する苦情、訴訟はありませんでした。

関連法規・条例 該当工場

および本社

法改正の     

有無チェック

順守状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理

法)

全工場
○ ○

振動規制法 全工場 ○ ○

騒音規制法 全工場 ○ ○

水質汚濁防止法 全工場 ○ ○

下水道法 横・埼 ○ ○

消防法(危険物) 全工場 ○ ○

工場立地法 全工場 ○ ○

エネルギーの使用の合理化等に関する法律(省エネ

法)

全工場

本社
○ ○

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関す

る法律(フロン排出抑制法)

全工場

本社
○ ○

高圧ガス保安法 全工場 ○ ○

特定家庭用機器再商品化法(家電リサイクル法) 全工場

本社
○ ○

横浜市生活環境の保全等に関する条例 横浜 ○ ○

埼玉県生活環境保全条例 埼玉・八潮 ○ ○

埼玉県地球温暖化対策推進条例 埼玉・八潮 ○ ○

千葉県環境基本条例 千葉 ○ ○

習志野市環境保全条例 千葉 ○ ○

茨城県生活環境の保全等に関する条例 茨城 ○ ○

茨城県霞ヶ浦水質保全等に関する条例 茨城 ○ ○

かすみがうら市公害防止条例 茨城 ○ ○

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律 全工場

本社
○ ○

法の順守状況、訴訟有無
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環境管理統括責任者による経営層への提案

●印刷機材の老朽化・劣化による不良紙発生の増加に対応し、日常的な点検の強化はもちろん部品

交換周期の見直しなど新たな対策も講ずる。

●夏場の気温上昇など気候変動に伴う電力使用量の拡大を防ぐため、安定稼働の維持に配慮しつつ

空調の温度設定や場所ごとのスケジュール管理などを見直し、工場間でノウハウを共有する。

●LED 照明や省エネ型機器の導入が進んでいるが、工場内の各場所で見落としがないか再度点検し、

切り替えを徹底する。

●持続可能性（SDGs）の観点から、直す工場 PJの活動やローラー再生装置・静電浄油機の活用など

を通じて機材・資材の有効利用や廃棄物削減への取り組みを強化する。

社長によるＥＭＳの評価と見直し実施記録

【環境経営方針】 見直しの要否  要・不要

【環境マネジメントシステム】 見直しの要否  要・不要

【環境経営目標】 見直しの要否  要・不要

【その他】 見直しの要否  要・不要

これまでの取り組みに大きな問題はないと感じている。資源価格高騰を受けて電力使用量の抑制や

資材の有効活用は緊急性のある経営課題である。環境経営の推進にもつながるので、安定稼働の維

持という条件のもとで、前例にとらわれない新たな視点での改善を積み上げてほしい。

２０２２年１１月１７日

承認者名 代表取締役社長   小村 稔郎  

社長による全体の評価と見直し・指示


